
三井屋工業のWHAT？

快適なモビリティライフの提供
静粛性・操安性・家電化

脱炭素社会の実現
軽量化・リサイクル・先端素材

ものつくり改革
スマートファクトリー・究極の“プレス”



当社のCN取組み概要

1. 緩やかなCO2排出量把握

2. リサイクル (UP CYCLE)

3. 部品軽量化による車両燃費向上

4. 工程短縮による電力消費削減

5. 調達物流見直し

6. 省エネ（継続的な土台活動）

7. カーボンクレジット販売

推進中の取組み



M みんな
Ｐ プラスチック
Ｓ すてないで

廃棄プラスチックをリサイクル

三井屋工業株式会社



現在のMPS

トランク内装品

自社製品
（自動車部

品）

生産時に発生
するスクラップ

シート押出

MPS処理
(社内)

トランク内装品の生産時に発生するスクラップも

再びＭＰＳへ！半永久的なリサイクルシステム

MPS導入前は社内端材をサーマルリサイクル(Down cycle)していました



MPSで生産したトランク内装品

トランク内装品

製品生産時CO2排出量
最大▲３８％削減（従来工法比）

製品軽量化 ▲４０％（他社品比）
走行時CO2 ▲35kg/10万km

従来価格で提供可能



トランク内装品

DOWN CYCLE

FLAT CYCLE

UP CYCLE

今後：MPSをUP CYCLEへ



ＭＰＳをUP CYCLEに進化させる為の
３つのMission

Mission1
技術開発

Mission２
原料調達

➢ 多様な廃プラを利活用する

為の添加剤や混錬技術開発

➢ 技術獲得に向けた産学連携

➢ 更なる薄肉・軽量材押出技

術の獲得

➢ 自動車業界内での資源回収

➢ 国内企業の“プラ資源

BANK”の創出

➢ 自治体を巻き込んだ廃プラ

利活用のフレーム構築

Mission3
販路拡大

➢ ＭＰＳ材料の自動車部品

以外用途の発掘

➢ ＭＰＳ能力増強投資

（シート押出機・ＭＰＳ

造粒装置）



三井屋工業のWHAT？

快適なモビリティライフの提供
静粛性・操安性・家電化

低炭素社会の実現
軽量化・リサイクル・先端素材

ものつくり改革
スマートファクトリー・究極の“プレス”



中小企業のスマートファクトリー



スマートファクトリー私たち三井屋工業の

それは

安心して

良品だけを

効率的に作り続ける
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デジタルデータを利活用した取組み全般の総称が ＡＲＫ



＝ IoT     +      IoH 
Internet of Things Internet of Human

モノのインターネット ヒトのインターネット

見える

気付く

考える

行動

解決

モチ
ベー
ション

デジタルデータ

ＡＲＫ

デジタルデータ



• 200℃の材料を伸ばしながら加工

• どこに発生するか分からない不良を発

見

•作業日報は手書き・殴り書き

職人技を

設備へ伝承

• 突然の設備故障、なるべく早く修復

•品質不良が発生、カンコツで原因を推

定

予兆管理で

不具合ゼロ

ＡＲＫ前
Before

✓制御されたロボットアームで加工

✓電圧差を活用した自動検査

✓自社開発電子日報システム導入

✓ 設備が故障前に修繕を要求

✓ データと画像から不具合要因を特定

＝生産性向上

ＡＲＫ後
After

ＡＲＫ ＝ IoT     +      IoH 



ＡＲＫ ＝ IoT     +      IoH 

✓ 制御されたロボットアームで加工

✓ 電圧差を活用した自動検査

✓ 自社開発電子日報システム導入

✓ 設備が故障前に修繕を要求

✓ データと画像から不具合要因を特定

＝生産性向上

ＡＲＫ後 After



ARKのロードマップ

ＡＲＫ（仮称） 安心（あんしん）・良品（りょうひん）・高効率（こうこうりつ）

現状の把握

可視性 透明性 予測可能性 適応性

原因の理解

未来への備え

自己最適化

見える化
東北工場でのスマートファクトリー化

予兆管理
・取得データから正常範囲を特定する閾値の算出
・データ工学による未知の相関関係の発見
・異常範囲のシグナル発信から異常処置の自動化検証

総工数低減
・付帯作業の自動化（運搬・異常処置・検査）
・付帯作業指示の自動化（特に場内物流改革）
・ＡＲＫ後の現場監督者の役割と定員再構築

生産準備活動のDX
・過去トラ/条件の新規PJへの自動織り込み
・PDM/PLM
・リアルタイムKPI検証

システム外売
・ARK×TPS×人
財育成×システム
導入サービスの構
築




